
重化学工業が急速に発展するにつれ、多くの公害問題が発生します。高度成長期にお

ける昭和40-50年代には、日本も例外ではなく、水俣病をはじめ、光化学スモッグ、酸

性雨、ヒ素汚染、水質汚濁（ヘドロ）などの深刻な危機を経験してきました。科学技術

が発達した現在でも、PM2.5の問題やダイオキシン等の新しい環境汚染物質が現れてき

ています。本研究室では、特にバイオマス/石炭の燃焼に伴う環境汚染物質（PM2.5, 窒

素酸化物、硫黄酸化物など）に着目して、それを抑制する技術を開発しています。環境

汚染物質の生成機構を把握したうえで、環境に配慮した機器設計が求められています。
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